
   消費者庁と同時発表 

平成２５年３月１５日 

                                                         

ガデリウス株式会社（現 ガデリウス・インダストリー株式会社） 

が輸入した換気扇のリコール（製品改修） 

 

 

 ガデリウス株式会社（現 ガデリウス・インダストリー株式会社）が輸入した換

気扇において、当該製品を焼損する重大製品事故が発生しました。 

当該事故は、消費生活用製品安全法第３５条第１項の規定に基づき、重大製品事

故報告を受け、平成２４年３月２３日にガス機器・石油機器以外の製品に関する事

故であって、製品起因か否かが特定できない事故として公表していたものです（管

理番号A201101129）。 

 当該事故の原因は、長期間の使用により、当該製品内部のモーターコイル巻線の

絶縁が劣化し、レイヤーショートが生じたためモーター部が過熱し、当該製品を焼

損したものと考えられます。 

ガデリウス・インダストリー株式会社では、事故の再発防止を図るため、本日か

ら対象製品について製品改修を実施します。 

 経済産業省は、当該製品をお持ちの方に対し、事故の再発防止のため、製造事業

者の行う製品改修を受けるよう注意喚起を行ってまいります。 

 

 

１．事故事象及び再発防止策について 

 

（１）事故事象について 

ガデリウス株式会社（現 ガデリウス・インダストリー株式会社）が輸入した換気

扇において、当該製品を焼損する重大製品事故が発生し、消費生活用製品安全法第３

５条第１項に基づき報告された重大製品事故は２件です（管理番号 A200900790、

A201101129）。このうち平成２１年１２月１１日に発生した重大製品事故（管理番号

A200900790）については、調査を終了し、製品起因であるがその原因が不明の事故と

して公表済みです。また、同種事故として、独立行政法人製品評価技術基盤機構（「Ｎ

ＩＴＥ」）に報告された事故は１件（非火災）です。 

これら３件の事故はいずれも人的被害はありません。 

当該事故の原因は、長期間の使用により、当該製品内部のモーターコイル巻線の絶

縁が劣化し、レイヤーショートが生じたためモーター部が過熱し、当該製品を焼損し

たものと考えられます。 

 

（２）再発防止策について 

ガデリウス・インダストリー株式会社では、事故の再発防止を図るため、本日、ホ

ームページへの掲載を行うとともに、所有者に対するダイレクトメールの送付などを

順次実施し、対象製品について製品改修を実施します。 

 



２．対象製品について  

 

（１）製品名、型式、製造期間、対象台数 

製品名 型式 製造期間 対象台数 

住宅用集中換気システム 

「エアロスーパーＥ」 

（ガデリウス株式会社ブラ

ンド） 

SIROC-T3/7
平成９年４月～ 

平成１５年１２月 
８，７０９台住宅用集中換気システム 

「フレッシュビーム 24」 

「エコビム」 

（フクビ化学工業株式会社

ブランド） 

 

（２）対象製品の外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．事業者の対応 

製品改修を行う。 

 

 

 ４．事業者の告知 

・ホームページへの掲載           ：平成２５年３月１５日（金） 

・所有者に対してダイレクトメール送付 ：平成２５年３月１５日（金）以降順次 

・新聞への広告掲載          ：平成２５年３月１５日（金）以降順次 

 

 

 ５．消費者への注意喚起 

上記の対象製品をお持ちの方は、下記問い合わせ先に速やかにご連絡ください。 

 

 

 



 ６．リコール対象製品に関する問い合わせ先 

・電 話 番 号：０１２０－３４６－１１１（フリーダイヤル） 

・受 付 時 間：９：００～１７：００ 

（土・日・祝日及び年末年始、夏季休暇を除く） 

・ホームページ：http://www.gadelius.com/products/low_energy_housing 

 

 

 
 
（本発表資料のお問い合わせ先） 
商務流通保安グループ製品安全課製品事故対策室長 野中
担当：宮下、古田、長沼 
電話：０３－３５０１－１５１１（内線：４３１１） 

   ０３－３５０１－１７０７（直通） 

 

 



管理番号 事故発生日 報告受理日 製品名 機種・型式 事業者名 被害状況 事故内容 事故発生都道府県 備考

A201101129 平成24年3月7日 平成24年3月19日 換気扇 ＳＩＲＯＣ－Ｔ３／７

ガデリウス株式会社
（現　ガデリウス・イ
ンダストリー株式会
社）

火災

ブレーカーが作動したため確認すると、当該製品を
焼損する火災が発生していた。
事故原因は、長期使用（約１３年）により、当該製品
内部のモーターコイル巻線の絶縁が劣化し、レイ
ヤーショートが生じたためモーター部が過熱し、火災
に至ったものと考えられる。

北海道

平成24年3月
23日にガス機
器・石油機器
以外の製品に
関する事故で
あって、製品
起因か否かが
特定できない
事故として公
表していたも
の
平成25年3月
15 日 か ら リ
コールを実施

■当該リコールにかかる消費生活用製品の重大製品事故

２．ガス機器・石油機器以外の製品に関する事故であって、製品起因が疑われる事故


